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26年度 27年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度

備
考

評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成

実
施
内
容

適正な受益者負担の設定

当初予定

27年度 28年度 29年度

類似事業における受益者負担額設定の考え方の整理などを行い、各事業課にて受益者負担の見直
しを行っていきます。

28年度

26
年
度

評
価

課題

改善策

受益者負担の設定の考え方をどのように整理するか

他市事例を調査し、適正な受益者負担の設定手法を検討するとともに、本市の
現状を把握し、本市の実情に即した考え方の整理を行う。

実
績

(平成26年度)
・年度末までに、各市の負担額設定の考え方・内容を調査するとともに、本市の受益者負担額の現状
把握を行った。
・それらを基に、受益者負担額の設定の考え方の整理などを、平成27年度にかけて行う予定。

B

2-5 使用料・手数料等の適正化

課局財政 財政 部 財政

29年度

必要に応じて受益者 

負担の見直しを実施 

類似事業における

受益者負担額設定

の考え方の整理 

受益者負担の 

見直しの実施 

必要に応じて受益者 

負担の見直しを実施 

類似事業における受益者負

担額設定の考え方の整理、

および受益者負担の見直し

の実施 


